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良い牧者（ヨハネ10：7-11）
　
本を読む習慣は、とてもいいことだと思います。なぜかと言いますと、私たちが自分自ら悟ることができない、経験することができないいろいろな良いお話が本の中に紹介されているので、それを自分のものとして習得することができる良い道具なのです。しかし、世の中には、そのような良い教訓のような教えが多くあります。一般的にはそれが道徳、倫理という枠の中で扱われるものだと思います。そして、そういうことをお話しできるような立派な人、指導者の立場の人間も多くいます。そうではない人間もいるでしょうけれども。そして、より良い人生、よりすばらしい世界を作るためにいろいろな宗教、理論を唱えて頑張っています。その中で、私たちがクリスチャンとして問いかけないといけない内容は、その立派なすばらしいお話し、教えがたくさんある中で、自分がそれに何の文句も言わずに従って、自分の人生が豊かになり、自分の人生をゆだねることができるまことの牧者と言えるような人、そのような教えはいったい何なのか。私たちは自分で自分の人生を頑張っているかのように思うでしょうけれども、実は何かにガイドされて、その道に導かれるとなっています。それが自分で意識するかしないかは別にしてそうです。自分一人で何かを創造主みたいに作り出す、それに従って私は自分の人生を生きるという人間は、実は存在しません。何らかの形で、何かの教えや理論に影響されて生きるようになるのです。それがその人の傷にもなるし価値観にもなるのです。本当に間違いなく自分の人生をゆだねることができるものはいったい何だろうか。また、自分の人生を安全に責任を持ってくれるような存在、お話しというのは、いったい何なのか、どこにあるのかという問いかけが必ず必要になると思います。

そこで、今日の聖書を見ますと、まことの牧者について、このように私たちに語っています。まず、そのようなまことの牧者に当たる存在について、それを正しく見つけるためには、まことの牧者の条件が何かということをまず理解しないといけないと思います。まことの牧者というのは、私たち人間に、自分自身に、いのちを与えることができる方です。それが自分の、人々の、人生の牧者としての資格であり条件です。いのちとは、いったい何でしょうか。呼吸をするからいのちがあるという次元の話ではありません。犬や豚や猫にもいのちがあるでしょう。それを漢字であえて分けて使うのですが、漢字で生命というのは、そういうものです。でも、ひらがなで「いのち」というときには、そういう次元の話ではありません。ひらがなでいのちを与えることができる方こそが、私たちの人生のまことの牧者になる資格を持つ方です。そのために、いのちというのは何なのかということを理解しないといけないでしょう。
そのいのちがどこから、いつ始まったのかと言いますと、神様が人を創造されたとき、創世記1：27を見ると、人をご自分のかたち、つまり、神のかたちに造られたと書いてあります。人間だけを。それがどのようなプロセスだったのかというのが、創世記2：7に現れています。土をもって形を作って、そこまでは動物と同じプロセスと思われます。でも、決定的な違いが何かというと、人間の鼻に神様自らが息を吹き込んだと書いてあります。それで人となったと書いてあります。動物にはそういう作業はありませんでした。その息を吹き込んだという息のことが、言語で言いますと、神の霊、聖霊様を意味をします。その瞬間、人間というのは、まったく動物とは違う霊的な存在、魂を持つ存在であり、同時に、その魂があるがゆえに霊であられる神様が人間の内側に入って、人間とひとつになってともにおられるようになりました。それで人になったと言ったのです。それがいのちです。霊的な存在であり、魂を持つようになり、その魂をとおして霊であられる創造の神様が目には見えないけれども人間と一緒になったのです。そのような状態をいのちと言います。もっと分かりやすく申し上げると、神がともにおられることをいのちと言います。これこそが人間の特徴です。そして、人を構成するための一番核心になる根本の内容です。人間の根本の部分は、このいのちなのです。このいのちがあるがゆえに、人間が自分で努力して頑張る以前に、存在そのものがいのちを持つ存在だったので、人は動物にはない神からの祝福が与えられるわけです。それが創世記1：28に書いてあるものです。生めよ、増えよ、地を満たせと。これどういう意味なのかと言いますと、本来、神様がなさることなのです。神様の仕事なのですが、神によって造られた万物を、人間が神の代わりになってすべて治めるようになりました。これを祝福と言います。それができる根拠が何かといいますといのちなのです。動物には、最初からそういうことはなかったしありえません。でも、これから申し上げますが、人間はそのいのちを全部奪われて、いのちがないまま生まれて人生を生きていくようになりますので、今の話がまったく理解できないのです。生まれたときからそうでないものにずっと慣れていて、それが染み込んだまま人生を生きていて、その途中、神の恵みによっていのちが与えられるようになったのです。

だから、聖書をとおして、いのちが何なのかということを、正しく理解しないといけません。いのちがない者には、神の祝福などは成立しません。いのちがあるがゆえに、その人の資質や努力と関係なく、生めよ、増えよ、地を満たせよというように祝福が宣言されるのです。そして、いのちあるがゆえに何がどうであっても奪われることのできない、また倒れることができない、神からのまことの安息と安らぎの主人公になるのです。いのちがあるがゆえに。環境が整ったから、何かが満たされているから安らぎになるのではなくて、いのちがあるから、神がともにおられるという理由で、死の影の谷を歩いていても安らぎは奪われないわけです。これが本来、いのちあるものに許されている当たり前な平安だったのです。私があなたがたに平安を与えます。この平安は、世が与えるものとは違います。違うでしょう。この世の平安というものは、実は平安ではありません。いのちがないわけなので、平安というものは成り立たないのです。これがいのちというものです。神がともにおられる、人間独特な特徴です。これこそが人間を人間にすることができる核心ポイントです。呼吸をしているから人間ではなくて、算数の問題が解けるから人間ではなくて、動物にはない文明の発展を遂げる実力をもっているから人間ではなくて、いのちがあるから人間なのです。いのちが何なのかを、正しく理解しなければいけません。

しかし、残念ながら、この尊いすべてのすべてであるいのちを失うことになりました。どこでそのように悲しい出来事が起きてしまったのかと言いますと、創世記2：17を見ると、神様がいのちを与えられて、それから、おっしゃいました。この園にあるすべてのものを食べてもいい。しかし、中央にある善と悪を知る木の実はとって食べてはいけない。それを食べるとき、あなたがたは、必ず死ぬとおっしゃいました。それが、死ぬということです。今、私たちが生きるか死ぬかというのが一番大事なテーマでしょうけれども、そのような話ではありません。そういう次元の内容ではありません。必ず死ぬとおっしゃいました。しかし、蛇をとおして目に見えない悪魔、サタンというものが人間の方にやってきて惑わしたのです。「本当に死ぬのか。死ぬのかもしれません」。最終的には、「違うよ。あなたがたがそれを食べると神様と同格になると、神様がそれを恐れてそうおっしゃっただけなのだよ。それを食べてもあなたがたは決して死ぬことはありません」と真逆の嘘をつきました。そこでアダムとエバが、その善悪の木の実を見ると、見るに、食べるに良さそうに見えたのです。それでそれをとって食べてしまいました。それを罪と言います。とって食べた瞬間、神様がおっしゃったとおり、必ず死ぬとおっしゃったので結果的にそうなってしまうでしょう。そのときに、死んでしまうようになりました。つまり、いのちがその瞬間、奪われることになりました。その証拠が、創世記3：7を見ると、撮って食べた瞬間、彼らの目が明るくなって、裸になっていることを恥ずかしく思ったとあります。裸が恥ずかしいということは、今までありませんでした。しかし、いのちがあるから、撮って食べた瞬間、いのちが奪われたという証拠が何かというと、肉に過ぎないものになってしまったのです。だから、裸になったのを恥ずかしく思うようになったというのは、今、その人の魂が死んだという裏返しなのです。食べてしまったその瞬間。そして、決定的な証拠が何かというと、創世記3：8を見ると、神様のことを恐れて避けて逃げてどこかに身を隠すようになりました。なぜでしょうか。いのちがなくなったので。魂が死んでしまったので。魂が死んでしまうと、肉しか見えません。霊的な世界が麻痺してしまうのです。それから、神様のことを避けるようになります。信じないように、知らないように、否定するように、逆の方向に走るようになるのがどんな良さそうな理論をとりあげてでもそういう傾向になるのがいのちを奪われたという裏返しなのです。死んでしまったということです。だから、ローマ3：23を見ると、すべての人が罪を犯したので、その結果、何でしょうか。神からの栄誉を受けることができず。それがいのちを奪われたという裏返しなのです。アダムとエバが、その木の実を食べた瞬間、いのちが奪われて、それ自体を死と言います。もう呼吸はしているのに死んだのです。私たちは、呼吸をしていれば生きていると、それしか分からない世界で生きてきました。なぜそのような世界しか分かっていないのでしょうか。いのちが奪われたので、肉に過ぎないものになってしまうので、肉がすべてなのです。これでいのちを奪われることになりました。いのちがないというのは、神様がともにいらっしゃった人間が、その神から断絶されて、神の霊が離れてしまったということでしょう。それが死ぬという意味です。いのちが奪われたということなのです。神からの栄誉を受けることができなくなってしまいました。いのちが奪われた結果、何なのかというと、認めたくないでしょうが、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者である、こういう存在に転落してしまいました。これがいのちが奪われた結果です。そして、そのように思いたくないでしょうけれども、賢い人ほど、優しい人間ほど、社会に貢献する人間ほどそのように思いたくないでしょうけれども、エペソ2：1を見ると、自分の罪過と罪との中に死んでいたものであって、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるようになってしまいました。いのちを奪われてしまったので。そして、生きている間に、ローマ8：2に書いてあるように、自分の力ではどうしようもない死と罪の原理、つまり、滅びの運命の勢力に捕らわれて人生を生きるしかない存在になってしまいました。その最後は、いのちが奪われた、つまり、自分の罪過と罪との中にあって死んだままの状態で死にますと最後はどうなるのでしょうか。ヘブル9：27に書いてあるように、人間には一度死ぬことと、死後にはさばきを受けることが定まっていて、そのあとは悪魔のために用意されている地獄に一緒に行くしかない、それが結論です。いのちを奪われた、いのちがないというのが、どれほど恐ろしいことで、どれほどどうしようもできない絶望的な状態なのかということが聖書の教えなのです。いのちがないまま成功しました。いま申し上げましたいのちを失ったこの状態のまま成功という包装紙をかぶっているだけなのです。人がものすごく愛情深くて、ものすごく優しい人間なのです。いのちがない人であれば、いのちがないまま優しい人間と、愛情という包装紙をかぶっているだけなのです。何が必要なのでしょうか。このいのちの秘密がわかっていれば、いのちを回復して、いのちを与えることがなければ、私たち人間にとってまことの牧者になることができません。ある意味、究極的にはいらないものではないでしょうか。どんなに立派な指導者、偉人であれ、どんなに優れた理論であれ、道徳、倫理の価値観であっても、もしそれがいのちをもたらすことと関係ないものであれば、根本的には何の役にも立たないものです。しかし、世の中には、そういうお話、そういうことであふれ氾濫しています。そこで私たちは冷静にクリスチャンとして、そのような世界をこれから生きて、そこで使命を全うしないといけません。クリスチャンとして。まことの牧者、人生にとって本当に必要な牧者が何なのかが明確になっていないと、人々をガイドできないのではないでしょうか。
イエス様がこういう話をしました。わたしより先に来たもの、つまり、まことの牧者を通らないようにしてしまったものは、盗人であり強盗なのだとひどい表現をされました。その相手は、パリサイ人とユダヤ人の指導者なのです。彼らが本当に私たちが考えているような不正を働いて、ひどい変なことをやっているからそういわれたと思いますか。彼らはこうすることが正しいことなのだ。こうすることが神様が望まれることだ。こうしてはいけない。こうしないと正しい人間になれない。こうするとすばらしい家庭、すばらしい未来があなたがたを待っている。こういう話をしていたのです。本当にこうすればよい人間になるのでしょうか。こうしなければよい人生が待っているのでしょうか。がんばればすばらしい人生が待っているのでしょうか。良さそうに聞こえるでしょうが、頑張ればよい人生が待っているというなら、その瞬間、イエス・キリストなど信じなくてもいいのです。でも、頑張って良い人生が待っているかと言いますと、結局は、盗人になります。そういうつもりはなかったでしょうけれども、いのちの問題を解決することができないまま頑張るので、頑張って成功するという包装紙はかぶれるかもしれませんが、いのちを失ったままの状態なので滅びるしかないのです。自分も天国に入れないし、そこに入ろうとしている者も全部邪魔する結果になってしまいます。クリスチャンの私たちは、よく冷静にわきまえないといけません。たぶん、この間も申し上げましたように、聖書のお話が、皆さんが当たり前に思っていることの真逆の話をするというつもりで聞かないといけません。そこが壊れないといけません。あまりにも長い間、固まっているわけですから。せっかくクリスチャンなのに、そこが変わらないのです。がんばればよい人間になれるのでしょうか。霊的なことがまったくわかっていないし、いのちが何かわかっていません。パリサイ人は、立派な話、すばらしい教訓をいっぱい作って、国民に教えていました。しかし、それは、イエス・キリストを信じる話ではありません。だから、いのちとは関係ない話なのです。もちろん彼らもいのちのことがわかっていないのでそうしたでしょう。わざとしたとは思いません。つまり、いのちのことがわかっていないと、わざとではなくても、結果的に、悪魔に見事に用いられるようになるということです。聖書を持っていても。真剣に考えないといけません。
だから、まことの牧者というのは、このいのちの意味がわかったときに、いのちを回復してくれる方でなければ、牧者として意味がありません。人生をゆだねる理由も、従う理由もありません。お金を儲ける手段があれば、みなそこについて行きます。いのちの回復、神様が最初からそれを約束されました。創世記3：15、女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕き、かかとに噛みつかれて、いのちを回復する。つまり、いのちの回復は、このすべてをもたらした元凶である、悪魔の頭を踏み砕いて勝利するしかありません。そして、それに捕らわれていた人々を、罪を完璧に回復することによって、そこからひきあげることなのです。そして、神から離れていた人々がまた神様と一緒になるようにいのちを与える、この役割が必要です。それを神様が約束されました。女の子孫をとおして、いのちを与えることを完璧にやると約束されたのです。その女の子孫がキリストです。そして、このキリストが実際に世に来られていのちをもたらすすべての作業を完璧に終えられました。十字架にかけられてすべてを完了したと宣言し、血を流されて死なれ、三日目に死の力を打ち破ってよみがえられて生きていらっしゃるイエス様こそがそのキリストです。つまり、イエス様だけがいのちをもたらす唯一の方なのです。ですから、良い話がいっぱいあり、立派な指導者がいて、様々な理論があり、イデオロギーがあり、いろいろな良いものがあるのですが、人生を任せて私たちがついて行くべきまことの牧者はイエス様一人しかいません。イエス様だけです。もしもイエス様を信じないように、知らないように、離れるように、忘れるようにするものがあれば、どんなにもっともな話、つじつまが合う話であっても、今まで伝統的に正解だとずっと言われ続けたものであっても、強盗であり、盗人であると叫ぶのではなくて、心からわきまえていないといけません。冷静に。それで惑わされないわけです。それがクリスチャンの特権です。クリスチャンしかわかりません。でも、クリスチャンがこんがらがってしまうと、どうなってしまうのでしょうか。まことの牧者は、いのちを与えることができる方です。イエス様の他には、人生の牧舎はありません。私たちが見上げて基準にしてついて行くべき方は、イエス様しかありません。旦那さんでも奥さんでも牧師でもありません。牧師も、イエス様の話をしなければ、それは盗人で強盗なのです。つまり、私たちのほうから、どんな話であろうが、サタンはときには光の天使のように変装して現れるものなので、それに私たちが惑わされる瞬間、キリストが奪われるのです。だから、盗人なのです。あるいは、そのように良さそうな話、とにかく、手段を選ばずに入ってきて、私たちの内側からキリストを壊してしまうのです。強盗なのです。だから、基準は、イエス・キリストなのです。イエス・キリストがより崇められ、より明らかになるのか、そうでないのか。こうしなさい、ああしなさいということが、キリストが明らかになるのか、キリストの方にどんどん近づくのか、あるいは忘れさせるものなのか。そういうことで私たちは、強盗なのか、牧者なのかをわきまえるわけです。それ以外に、基準はありません。
そして、イエス様が、それにプラスおっしゃいました。まことの牧者は、与えられたいのちを豊かにしてくれる方なのです。豊かになるというのは、どういうことでしょうか。当たり前でしょう。いのちを与えられたのだから、それを豊かにするというのは、いのちを持っている本人が、まず自分自身の内なるものが強くなる、それをしてくださるわけです。内なるものが強くなるというのは、まず、与えられているいのちの価値が明らかにされる、その価値に感動するようにされる方が牧者です。そして、そのいのちの価値に目覚めることによって、どういう力が与えられるかと言いますと、いろいろありますが、一番代表的な内容が、すべてに引っかからずに乗り越えることができる力を、私たちに養ってくださいます。それが牧者です。喧嘩する力ではなくて、環境を乗り越えるのです。環境を解決する、しないという次元ではなくて、乗り越えるのです。死の影の谷を歩いていても、それが問題にならないで乗り越える力を持つわけです。満腹になっても、お腹がすいていても、迫害されても、だれかに認められても、そういうことと一切関係なく、私は満足できる秘訣を心得ている。わたしを強くしてくださる方にあって、私はできないことは何もない。つまり、刑務所の外でも中でも、それは関係ない、それは乗り越えられるわけです。正しいか、正しくないかだけではなくて、もう乗り越えるわけです。それがいのちの力なのです。それをできるようにしてくださる方が、牧者です。そして、この世を乗り越えることができる。パウロはそれができていました。だから、今まで世の中で価値あると思っていたすべてに対して、引っかかる理由は何もない、それがちりあくたと思うようになるから、全部乗り越えるのです。柳先生がおっしゃったように、立場が、位置が、席が何とかということは、全部乗り越えるのです。それがいのちの力です。それがクリスチャンの特徴です。また、人も乗り越えられます。パウロはこういうことを言いました。Ⅰコリント9：19-22を見ると、ユダヤ人にはユダヤ人のように、異邦人には異邦人のように、法律のあるものにはあるもののように、ないものにはないもののように、人が問題になりません。人が違うことが一切問題にならないで、直そうともしないで乗り越えるのです。キリスト教は、正しいか正しくないか、けじめをつけるところではありません。それを一切問題にしないで乗り越えるところなのです。結局は、死の力も乗り越えるようになります。天の御国の国籍を持っていて、キリスト、イエスにあって死ぬ者は幸いな者なのだとわかっているから、それがいのちの力なのです。

そのように内なるものが豊かになると、その結果、自分だけではなくて、他人を、周りの人を豊かにして、その人々がいのちを持つことができるように、つまり、周りを生かすほど豊かになります。自分一人で豊かになるところでとどまらずにあふれ出します。旧約の聖書、エゼキエルにも書いてあります。アブラハムが召されたときにも、おっしゃいました。新約の聖書もその証拠だらけです。いのちの特徴は、豊かになって、ひとりひとりが何ものにも引っかからない存在となるし、柔和な存在になります。それから、あふれんばかりになって、周りに光を照らす、周りを変えていくほど豊かになります。そうしてくださる方が、牧者です。自分が内なるものが強くなり豊かになれば、そのときに周りの人々がしっかり見えてくるようになります。どのように見えるかというと、なるほど、いのちが必要なのだな。良い人間、悪い人間、金持ち、貧しい人。そのように見えるのではありません。いのちが必要なものなのだね。だから、それが私に与えられているすばらしい役目なのだね。だから、彼らにいのちが与えられるようにしないといけないのではないかと思うことを愛と言います。その愛が裏返しますと、ミッションと言います。イベントではありません。いのちが必要なのだがどうしようか。それが愛です。そして、気づくようになるでしょう。彼らにいのちを与えるミッションを全うできる、私にすでにあるいのちの中にそれが可能になる権威ももうすでにあるのだということに気づくようになります。そのときに、その権威が意味あるものになり、そして、彼らのために愛の祈りを始めます。それが祈りです。愛のない祈りは祈りではありません。愛情とは違います。いのちが必要だ、それが愛です。神の愛は何でしょうか。私たちを見て、いのちが必要なのにと、それでキリストを送ったのではないでしょうか。それが愛です。
そのように祈っていると、周りの人々を生かす神様のわざに用いられるときが来ます。そして、このことのゆえに、ヨハネに見られるような祝福がいのちあるもの皆に与えられます。主がヨセフとともにおられたので幸運なものだった。すべて加えて与えられ、すべてつまずくことがないようにスムーズに進むようになるという意味です。ついてくるものなのです。それをいわば成功というでしょう。このように豊かにします。内なるものが強くなり豊かになり、周りを生かすほどあふれんばかりに豊かにする方法が何かといいますと、一つしかありません。聖霊が注がれることによって可能です。聖霊が、あなたがたの上に臨まれるときに力を得て、エルサレムから地の果てにまでわたしの証人となります。だれが聖霊を注ぐことができるのでしょうか。宇宙にそのような存在がどこにいらっしゃるのでしょうか。私たちの人生を豊かにすることができるものはどこにあるのでしょうか。トヨタにはありません。人工知能にはありません。聖霊が注がれるところにありますが、その聖霊はいつ注がれるようになるのかというと、キリストがすべてまっとうされてよみがえられて復活なさって天に昇られたときから始まります。それを全うされた方がイエス様なのです。イエス様だけがよみがえられて、天の右の座に座っていらっしゃいます。だから、まことの牧者は、イエス様しかいらっしゃいません。まことの牧者は、いのちあるものに、聖霊を注がれる方でなければ、牧者ではありません。それにのみ豊かな人生があります。このまことの牧者の条件を、他にもいろいろあるでしょうが、せめてこのいのちを中心にしてまことの牧者の条件を、私たちが理解できたそれは先ほど申し上げましたように、何が盗人で、何が強盗なのかということを冷静にわきまえて、それにだまされないようにしなければいけません。もしかして、今まで盗人で強盗なのに気づかないうちに、イエス・キリストを信じますと言いながら同時に、見事にそれにやられた部分があるとすれば、全部拒否して捨ててください。参考にする内容があるでしょうけれども、牧者ではありません。絶対的なものもないし、ついて行くようなものではありません。文明が発展することは悪いことではありません。でも、人間はそこで終りません。だから、文明がより発展すれば地球はよくなり、人生がより希望あるものになるというから、それは盗人なのです。そんなことはありません。努力は別に悪くありません。努力なしで結果などは得られません。努力すると結果もあります。だから、そこでプラスより努力すればより良い人生になる、努力に希望があるという哲学を言い始めると、盗人であり強盗なのです。人は優しい方が変な性格よりはやりやすいかもしれません。いろいろな面で優しい人間は便利です。楽です。それが普通でしょう。だから、人間が優しくなれば助かるだろうと、そこまで行くと盗人になります。イエスの他には、いのちをもたらすことはできません。イエスの方に行けないようにするものは、すべて盗人であり、強盗なのです。この部分に対して、徹底的にしていないといけません。
結論を申し上げます。どうすればまことの牧者について行って、本当に成功ある人生を歩いて行けるのでしょうか。まずそのスタートは、このイエス様を本当の牧者、いのちを与えられる牧者として信じて自分の人生に受け入れるところです。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者には、神の子どもとなる特権が与えられる。イエス・キリストを受け入れるところから、牧者について行くすばらしい安全な人生が始まるのです。それから、受け入れた人であれば、他に惑わされずに自分はいのちあるものなのだという確信を持たないといけません。死と罪の原理から解放されているし、聖霊が永遠に宿るいのちあるものだし、このイエス様が世の終わりまでいつもあなたがたとともにいるとおっしゃっているように、離れることなくともにいるものです。いのちの確信を持っていてください。いのちの確信を持っている方は、そこにとどまらずに牧者なので、そのイエス様を自分の人生の主人として迎えるようにしないといけません。主人として。自分の問題、過去、これからの未来、いろいろな課題など、自分で握っていないで全部ゆだねて任せてください。ここが肝心なポイントです。イエス様が牧者であれば、安心して任せてください。それから、自分の人生そのものに対して安心してください。牧者がわたしだったら不安でしょうがないでしょうが、張先生だったら不安でしょうがない。でも、イエス様が牧者である以上、何があっても安心するわけです。
それから、牧者であるから、私を細かく完璧に導かれるということをいつも告白するようにしましょう。例えば、死の影の谷を歩いているときでも、神様は、イエス様は導いていらっしゃる、義の道へと。何も問題ではありません。主人として迎えてください。私たちにはそういう権限があります。そのように全部ゆだねて、主人として迎えたときに、自分がもうありません。主人がやりたいこと、主人としもべの関係なので、主人のミッションというものがあります。そこに目を移すようになります。主人として迎えた人は、その主人の望まれるミッションに目を向けるようにしてください。どこからやればいいのでしょうか。今、皆さんに与えられている現場から、ミッションの目で現場を見てください。それから、教会とともに、教会をとおしてなそうとしていらっしゃるミッションを一緒に見ようとしてください。そして、結局は、世界を見ながらミッションのことを考えないといけません。そのミッションのゆえに、ひとつだけ、聖霊を注がれる牧者なので、聖霊充満を祈るようにしましょう。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。罪によっていのちを失いさまよい続けていた、地獄に行くしかない運命に捕らわれていた私たちを憐れみ、キリスト、イエスの血潮によっていのちを与えられ、それをさらに豊かにしてイエスの証人として暗やみの王国を打ち破り、神の国をもたらす主人公にしてくださることを感謝します。イエス様だけにこれが可能であり、イエス様だけがまことの牧者であることをしっかり覚えて、イエス様だけを見上げつつ、従っていく残りの生涯にしてください。これを惑わそうとしている盗人、強盗のことを、よく冷静にわきまえて惑わされないでイエス様だけについて行くクリスチャンにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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